
「
政
治
漫
画
」
の
考
察
（
茨
木
）

三

「
政
治
漫
画
」
の
考
察

─
二
〇
一
二
年
八
月
「
領
土
問
題
」
に
関
す
る
「
政
治
漫
画
」
の
分
析

─

茨

　
　木

　
　正

　
　治

Ⅰ
　
問
題
の
所
在

本
論
文
は
、
新
聞
掲
載
の
一
コ
マ
漫
画
（「
政
治
漫
画
」）
が
二
〇
一
二
年
八
月
の
日
本
と
諸
外
国
の
「
領
土
問
題
」
を
ど
の
よ
う
に
描

い
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
通
じ
て
現
代
ネ
ッ
ト
社
会
に
お
け
る
「
政
治
漫
画
」
の
意
義
を
再
確
認
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
な
ど
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
は
、
受
け
手
の
主
体
的
な
情
報
接
触
と
選
択
を
「
可
能
に
」
し
た
。
し
か
し
、
こ

論
　
説

（
一
四
五
）
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れ
ら
は
従
来
の
メ
デ
ィ
ア
（「
伝
統
メ
デ
ィ
ア
」、
竹
下
・
藤
竹
、
二
〇
一
八
）
の
特
徴
を
失
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
よ
う

な
映
像
音
響
メ
デ
ィ
ア
と
新
聞
・
雑
誌
の
よ
う
な
文
字
・
活
字
メ
デ
ィ
ア
の
双
方
の
特
徴
の
一
部
を
継
承
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
負
の
側

面
も
あ
る
。
例
え
ば
、
情
報
の
即
時
接
触
が
即
時
理
解
を
強
い
る
。
そ
の
結
果
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
認
知
が
な
さ
れ
、
そ
れ
に
適
合
し
た
態

度
や
行
動
が
養
成
さ
れ
る
。
ま
た
、
情
報
の
主
体
的
な
選
択
可
能
性
が
選
択
的
接
触
行
動
を
促
進
さ
せ
、
好
き
な
も
の
し
か
接
し
な
い
、

他
の
も
の
は
拒
否
す
る
と
い
う
「
閉
じ
た
情
報
空
間
」
を
生
成
す
る
。
こ
こ
に
、
認
識
や
態
度
が
一
定
の
極
端
な
方
向
に
集
中
す
る

「（
分
）
極
化
」
が
生
ま
れ
る
。
そ
こ
で
の
表
現
は
過
激
に
な
り
、
他
者
や
異
な
る
集
団
と
の
分
断
が
差
別
や
偏
見
、
包
摂
の
強
要
と
排
除

を
も
た
ら
す
。

ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
の
接
触
時
間
が
放
送
メ
デ
ィ
ア
に
近
づ
き
、
端
末
普
及
率
は
九
割
を
超
え
た
状
況
に
あ
る
現
代
、
当
該
メ
デ
ィ
ア
の

存
在
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
か
つ
上
記
の
問
題
を
考
え
る
に
あ
た
り
、「
伝
統
メ
デ
ィ
ア
」
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
本
稿
で
は
、「
政
治
漫
画
」
に
そ
の
糸
口
を
見
出
す
こ
と
を
試
み
る
。

「
政
治
漫
画
」
は
そ
の
画
像
的
属
性
と
し
て
、
感
情
（「
身
体
的
表
出
を
伴
う
よ
う
な
、
一
時
的
で
急
激
な
感
情
の
動
き
」
で
あ
る
情
動

─
喜

怒
哀
楽
の
よ
う
な

─
を
含
む
）
を
喚
起
さ
せ
る
働
き

─
見
て
笑
う

─
が
あ
る
。
一
方
、
多
様
な
情
報
を
集
約
し
て
提
示
す
る
凝
集
機

能

─
見
て
わ
か
る
、
あ
る
い
は
見
方
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
見
え
る
は
た
ら
き

─
を
も
持
つ
。
そ
れ
ら
が
、「
笑
い
」
と
い
う
感
情
表

出
の
ス
タ
イ
ル
を
纏
っ
て
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
こ
で
は
「
笑
う
自
分
」
と
「
笑
わ
れ
る
対
象
」
と
を
意
識
す
る
「
対
象
化
」
が

行
わ
れ
る
（
河
合
、
二
〇
〇
六
）。
こ
の
「
対
象
化
」、
少
な
く
と
も
「
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
る
契
機
を
あ
た
え
る
も
の
」
を
「
政
治
漫
画
」

は
有
し
て
い
る
。
こ
の
機
能
が
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
の
負
の
側
面
を
抑
制
す
る
可
能
性
を
も
つ
可
能
性
が
あ
る
。

反
面
、「
政
治
漫
画
」
は
、「
笑
い
」
以
外
の
感
情
を
人
々
に
喚
起
さ
せ
る
こ
と
も
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
国
策
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

（
一
四
六
）
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と
し
て
敵
国
の
首
脳
を
悪
魔
の
よ
う
に
描
い
た
漫
画
が
登
場
し
た
の
が
よ
い
例
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る

意
見
の
「
極
化
」
を
促
進
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
。

本
稿
で
は
、「
政
治
漫
画
」
の
感
情
喚
起
に
お
け
る
上
記
の
よ
う
な
二
つ
の
側
面
を
明
ら
か
に
す
べ
く
、「
政
治
漫
画
」
の
対
象
素
材
と

し
て
、「
外
交
問
題
」
を
取
り
上
げ
る
。「
外
交
問
題
」
は
歴
史
的
に
国
民
感
情
を
刺
激
す
る
事
例
が
多
い
争
点
で
あ
る
。
ま
た
、
決
定
過

程
が
受
け
手
か
ら
は
不
透
明
で
あ
り
、
か
つ
日
常
生
活
か
ら
は
距
離
が
あ
る
。
人
々
に
と
っ
て
「
難
し
く
て
わ
か
り
に
く
い
」
と
感
じ
や

す
い
争
点
で
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
人
々
は
メ
デ
ィ
ア
情
報
に
依
存
し
や
す
く
、
か
つ
「
わ
か
り
や
す
い
」（
感
情
に
訴
え
る
）
情
報
を
求

め
る
。
そ
こ
に
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
的
認
知
が
介
入
し
、
感
情
の
昂
進
や
意
見
の
「
極
化
」
を
招
く
契
機
が
あ
る
。
そ
う
し
た
場
面
に
「
政

治
漫
画
」
は
ど
の
よ
う
に
作
用
す
る
か
。
感
情
を
「
笑
い
」
に
よ
っ
て
抑
制
ま
た
は
解
消
さ
せ
る
か
、
は
た
ま
た
、
怒
り
を
促
進
さ
せ
る

か
。
こ
う
し
た
問
題
を
明
ら
か
に
す
べ
く
、
二
〇
一
二
年
八
月
、
韓
国
と
竹
島
を
、
中
国
と
尖
閣
諸
島
を
そ
れ
ぞ
れ
「
領
土
問
題
」
と
し

て
抱
え
た
時
期
の
メ
デ
ィ
ア
報
道
に
「
政
治
漫
画
」
が
ど
の
よ
う
に
関
与
し
た
か
を
探
る
。

Ⅱ
　
研
究
の
背
景
と
な
る
理
論

こ
こ
で
は
、
本
研
究
が
従
来
の
研
究
の
ど
こ
に
位
置
す
る
か
だ
け
で
な
く
、
理
論
的
背
景
と
な
る
諸
研
究
の
特
徴
と
限
界
を
紹
介
し
、

本
論
文
の
分
析
へ
の
繋
が
り
を
示
す
。
本
論
文
で
は
「
政
治
漫
画
」
と
い
う
画
像
が
何
を
（
内
容
）
を
扱
い
、
ど
の
よ
う
に
描
き
（
修
辞

技
法
）、
そ
の
背
景
に
ど
の
よ
う
な
見
方
・
考
え
方
（
認
知
枠
組
み
＝
「
フ
レ
ー
ム
」）
が
あ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
そ
の

目
的
に
従
来
の
研
究
を
適
合
さ
せ
よ
う
と
す
る
。

（
一
四
七
）
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⑴
　「
政
治
漫
画
」
研
究 

１

　フ
レ
ー
ム
研
究

も
の
の
見
方
に
含
ま
れ
る
認
知
枠
組
み
で
あ
る
「
フ
レ
ー
ム
」
研
究
は
、
心
理
学
（
ス
キ
ー
マ
／
シ
ェ
マ
）、
社
会
学
、
現
象
学
（
現
実
構

成
）、
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
（
議
題
設
定
、
フ
レ
ー
ム
）
な
ど
多
方
面
に
わ
た
り
、
か
つ
数
量
的
分
析
や
質
的
分
析
等
、

種
々
の
方
法
論
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
も
の
の
見
方
が
考
え
方
や
振
る
舞
い
方
を
規
定
す
る
こ
と
が
前
提
と
し
て
存
在
す
る
。

本
論
文
で
は
「
政
治
漫
画
」
と
い
う
画
像
の
分
析
を
行
う
た
め
、G

am
son

ら
の
諸
研
究
（G

am
son  and L

asch, 1981, G
am

son and 

M
odigliani, 1989, G

am
son and S

tuart, 1992

）
を
基
に
し
た
。

２

　レ
ト
リ
ッ
ク
研
究

「
政
治
漫
画
」
の
読
み
取
り
を
体
系
づ
け
た
の
が
、M

edhurst &
 D

esousa

（1981

）
で
あ
っ
た
。
こ
の
研
究
で
は
、
図
像
解
釈
（
何
が

描
か
れ
て
い
る
か
）
の
側
面
と
、
図
像
学
的
な
側
面
（
何
を
意
図
し
て
描
い
て
い
る
か
）
と
両
方
の
点
で
整
理
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ

た
。
彼
ら
の
分
類
で
は
、「
主
題
設
定
」
と
そ
の
主
題
に
関
す
る
「
主
張
」
や
「
意
図
」
の
引
き
出
し
方
（「
創
案
」）
の
項
目
は
詳
説
さ
れ

て
い
た
が
、
主
題
と
意
図
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
レ
ト
リ
ッ
ク
の
説
明
が
不
十
分
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
図
像
解
釈
の
面
で
は
、
画
像
を
解

釈
す
る
際
の
い
わ
ゆ
る
「
コ
ン
テ
ク
ス
ト
」
の
構
造

─
画
像
内
の
文
字
情
報
、
画
像
外
の
掲
載
媒
体
上
の
文
字
や
画
像
、
掲
載
媒
体
を

超
え
た
「
状
況
」
一
般

─
へ
の
考
察
が
不
明
瞭
で
あ
っ
た
。
本
研
究
で
は
、
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
属
性
を
も
つ
「
政
治
漫
画
」
そ
の
も

の
と
掲
載
媒
体
と
の
関
係
と
、
掲
載
媒
体
外
の
政
治
・
社
会
そ
の
他
の
諸
状
況
と
を
区
別
し
た
。

（
一
四
八
）
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七

⑵
　
嫌
悪
感
情
研
究

集
団
の
統
合
や
分
断
に
、
他
者
と
認
知
さ
れ
る
対
象
へ
の
感
情
が
関
与
す
る
こ
と
は
民
族
・
人
種
差
別
や
偏
見
の
諸
研
究
か
ら
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
（
北
村
・
唐
沢
、
二
〇
一
八
）。
た
と
え
ば
他
者
へ
の
嫌
悪
が
自
集
団
の
統
合
や
凝
集
に
影
響
す
る
こ
と
は
、「
外
交
問
題
」

が
内
政
問
題
を
棚
上
げ
す
る
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
理
解
し
や
す
い
。「
外
交
問
題
」
へ
の
政
治
意
識
・
態
度
を
考
察
す
る
際
に
、「
態
度
」

そ
れ
自
体
が
社
会
心
理
学
で
は
「
認
知
成
分
」、「
感
情
成
分
」、「
行
動
成
分
」
に
分
け
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
他
国
へ
と
の
「
対
立
」

を
い
か
に
解
決
す
べ
き
か
と
い
う
場
合
に
、
他
国
へ
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
と
い
う
「
認
知
」
が
、
嫌
悪
と
い
う
「
感
情
」
に
よ
っ
て
、
ど

の
よ
う
な
「
行
動
」
を
生
み
出
す
か
が
問
わ
れ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

嫌
悪
感
情
の
研
究
は
主
に
対
人
魅
力
研
究
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
（
金
山
、
二
〇
一
六
）。
そ
の
中
で
金
山
ら
は
、
嫌
悪
感
情
を
嫌
悪
対

象
に
対
す
る
嫌
悪
の
原
因
と
嫌
悪
者
の
反
応
に
分
け
て
考
察
し
た
（
金
山
、
二
〇
〇
二
、
金
山
・
山
本
二
〇
〇
五
）。
ま
た
、
集
団
間
の
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
情
動
と
し
て
の
嫌
悪
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
さ
れ
て
き
た
（
北
村
・
唐
沢
、
二
〇
一
八
）。「
外
交
問
題
」
で
は
、
し
ば
し
ば
対
象
国

を
擬
人
化
し
て
表
現
す
る
こ
と
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
中
国
は
…
～
す
る
」、「
ア
メ
リ
カ
は
…
～
す
る
」
と
い
う
言
説
は
、
実
体
の
な

い
中
国
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
い
う
国
家
を
擬
人
化
し
て
表
現
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
う
る
。
そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
金
山
ら
の
対
人
レ

ベ
ル
の
嫌
悪
感
情
研
究
の
枠
組
み
を
、
そ
の
限
界
を
考
慮
し
つ
つ
利
用
す
る
こ
と
に
し
た
。

（
一
四
九
）
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八

Ⅲ
　
二
〇
一
二
年
八
月
の
日
・
中
・
韓
「
領
土
問
題
」
に
関
す
る
政
治
漫
画
の
分
析

⑴
　
分
析
方
法

１

　分
析
対
象

全
国
紙
発
行
部
数
の
多
い
順
３
紙
『
読
売
新
聞
』『
朝
日
新
聞
』、『
毎
日
新
聞
』（
以
下
「
読
売
」、「
朝
日
」、「
毎
日
」
と
略
記
）
に

二
〇
一
二
年
七
月
一
日
か
ら
同
年
八
月
三
一
日
ま
で
の
間
掲
載
さ
れ
た
一
コ
マ
漫
画
（「
政
治
漫
画
」
八
五
点
（「
読
売
」
二
六
点
、「
朝
日
」

三
五
点
、「
毎
日
」
二
四
点
）
を
分
析
対
象
と
し
た
。
こ
の
期
間
の
「
政
治
漫
画
」
を
、
各
紙
縮
刷
版
の
目
次
分
類
を
参
考
に
し
、「
政
治
」、

「
外
交
」、「
経
済
」、「
運
輸
」、「
労
働
」、「
世
界
」、「
文
化
」、「
社
会
」
の
八
項
目
に
分
け
、
一
点
ず
つ
一
項
目
に
分
類
し
た
、
分
類
は

筆
者
を
含
め
二
名
で
行
い
、
最
終
的
に
は
筆
者
が
判
断
を
下
し
た
。

２

　方
法

⒈
　「
政
治
漫
画
」
の
テ
ー
マ
（
フ
レ
ー
ム
）
と
レ
ト
リ
ッ
ク

こ
れ
ら
の
「
政
治
漫
画
」
に
つ
い
て
、G

am
son

（1984
）
の
「
フ
レ
ー
ム
」
概
念
とM

edhust &
 D

esousa

（1981

）
の
レ
ト
リ
ッ
ク

手
法
を
組
み
合
わ
せ
て
、
領
土
問
題
に
関
す
る
八
点
の
「
政
治
漫
画
」
を
分
析
し
た
。「
政
治
漫
画
」
に
描
か
れ
て
い
る
①
「
領
土
問
題
」

と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
は
②
ど
の
よ
う
な
視
点
に
基
づ
く
も
の
で
、
③
ど
う
い
っ
た
手
法
（
レ
ト
リ
ッ
ク
）
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ

て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。

ま
ず
①
に
つ
い
て
、「
領
土
問
題
」
を
構
成
す
る
テ
ー
マ
を
構
成
す
る
要
素
「
指
標
と
な
る
要
素
」
を
抽
出
し
て
、
複
数
の
「
政
治
漫

（
一
五
〇
）



「
政
治
漫
画
」
の
考
察
（
茨
木
）

九

画
」
に
登
場
す
る
要
素
群
を
「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
と
し
て
見
出
し
た
。

次
に
、
②
と
し
て
、
個
々
の
「
政
治
漫
画
」
に
描
か
れ
て
い
る
テ
ー
マ
に

関
す
る
主
張
を
構
成
す
る
も
の
と
し
て
、「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
作
る
「
ル
ー

ル
」（「
フ
レ
ー
ム
」）
を
、
新
聞
記
事
や
「
領
土
問
題
」
に
関
す
る
諸
情
報
を

基
に
し
て
見
出
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
③
と
し
て
、
①
、
②
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
す
な
わ
ち
、

「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
と
「
フ
レ
ー
ム
」
を
導
く
手
法
を
、M

edhust

＆

D
esousa

の
画
像
の
レ
ト
リ
ッ
ク
手
法
で
あ
る
Ａ
１
「
創
案
」（
主
題
設
定
）

と
作
品
の
意
図
を
抽
出
す
る
レ
ト
リ
ッ
ク
手
法
で
あ
る
Ａ
２
「
意
向
」
と
Ａ

４
「
記
憶
」（
世
界
観
の
想
起
）
を
用
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
Ａ
１
「
創
案
」

と
Ａ
２
「
意
向
」
相
互
に
関
連
す
る
レ
ト
リ
ッ
ク
手
法
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る

マ
ン
ガ
一
般
の
表
現
に
用
い
ら
れ
る

─
マ
ン
ガ
の
描
き
方
に
登
場
す
る
こ

と
の
多
い

─
Ａ
４
「
表
現
形
式
」
を
援
用
し
た
。

レ
ト
リ
ッ
ク
の
枠
組
み
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

⒉
　
極
化
と
嫌
悪
感
情

茨
木
（
二
〇
一
八
）
に
お
け
る
記
事
の
嫌
悪
感
情
表
現
を
援
用
し
た
（
表
２
、
表
３
）。
日
・
中
・
韓
「
領
土
問
題
」
を
描
い
た
「
政
治

表 １　「政治漫画」分析のためのレトリック

Ａ 1　「創案」：テーマ想起のための、レトリック

①　政治常識：「政治過程」を想起させる事物・人物。

② 　文化的示唆：大相撲の力士で与野党の対立を象徴させること

など

③　個人の性格・容姿：キャラクター描写。似顔

④　状況：特定の事象・事件、社会・政治的背景

Ａ 2　「意向」：主題誘導：フレーム

①　対比・対照

②　解説

③　矛盾対立

Ａ ３　「表現形式」：指標要素、パッケージ

Ａ 4　「記憶」：世界観の共有；（メタ）フレーム

Ａ ５　「所作」：「外的情報」との関連

（
一
五
一
）
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一
〇

漫
画
」
に
描
か
れ
て
い
る
内
容
に
対
す
る
嫌
悪
感
情
を
、
嫌
悪
の
対
象
（
中
国
・
韓
国
）
に
対

す
る
嫌
悪
の
度
合
い
、
そ
れ
が
生
じ
た
原
因
（
嫌
悪
原
因
）、
お
よ
び
嫌
悪
者
が
と
っ
た
対
応

（
嫌
悪
者
の
反
応
）
の
三
つ
の
項
目
に
分
類
し
た
。

⒊
　
Ａ
５
「
所
作
」
の
考
察

「
政
治
漫
画
」
の
フ
レ
ー
ム
と
レ
ト
リ
ッ
ク
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
に
、「
政
治
漫
画
」
の

画
像
と
そ
の
外
部
環
境
と
の
関
係
を
探
っ
た
。
具
体
的
に
は
、「
政
治
漫
画
」
掲
載
さ
れ
た
新

聞
（「
朝
日
」）
の
同
時
期
に
掲
載
さ
れ
た
社
説
・
論
説
（
記
名
コ
ラ
ム
含
む
）

─
「
天
声
人
語
」、

「
素
粒
子
」

─
お
よ
び
読
者
投
稿

─
「
声
」（
投
書
）、「
か
た
え
く
ぼ
」（
コ
ン
ト
）、「
朝
日

川
柳
」

─
に
つ
い
て
、
分
析
方
法
⒈
⒉
を
用
い
、
フ
レ
ー
ム
と
表
現
技
巧
、
嫌
悪
感
情
の

度
合
い
を
測
定
し
、「
政
治
漫
画
」
の
そ
れ
ら
と
比
較
し
た
。

⑵
　
分
析
結
果
と
考
察

⒈

　全
体
的
傾
向

上
記
の
「
分
析
対
象
」
に
お
け
る
分
類
か
ら
、「
領
土
問
題
」
に
関
す
る
「
政
治
漫
画
」
を
抽
出
し
た
。
そ
れ
ら
は
、「
外
交
」
の
項
目

だ
け
に
あ
り
、
七
月
に
二
点
、
八
月
に
五
点
の
計
七
点
で
あ
っ
た
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
「
朝
日
」
掲
載
の
「
政
治
漫
画
」
で
あ
っ
た
。
七

月
の
「
外
交
」
に
お
け
る
作
品
は
、
北
方
領
土
と
ア
メ
リ
カ
軍
垂
直
離
着
陸
輸
送
機
オ
ス
プ
レ
イ
配
置
の
問
題
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

表 ３　嫌悪者の反応

1　取り入り

2　穏便解決、迎合

３ 　積極的解決、関係修復・維持

4 　わりきり、局外者扱い

５　接触回避

６　陰口

７　意地悪な行為・態度

8　その他

表 ２　嫌悪の原因

1　身勝手

2　傲慢

３　異質さ

4　計算高さ

５　否定的態度

６　非魅力的外見

７　その他

（
一
五
二
）
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ま
た
、「
政
治
漫
画
」
に
は
、
七
・
八
月
を
通
じ
て
、「
政
治
」
特
に
内
閣
の
政
治
運
営
と
「
領

土
問
題
」
を
組
み
合
わ
せ
て
い
る
も
の
が
「
読
売
」
が
五
点
、「
朝
日
」
と
「
毎
日
」
が
そ
れ

ぞ
れ
一
点
ず
つ
あ
っ
た
。

「
政
治
漫
画
」
に
は
、
複
数
の
題
材
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（
茨
木
、

一
九
九
七
）。
そ
こ
で
、「
政
治
」
と
「
外
交
」
を
組
み
合
わ
せ
た
七
点
と
八
月
の
米
ロ
を
扱
っ

た
「
外
交
」
の
二
点
を
、「
領
土
問
題
」
を
描
い
た
「
政
治
漫
画
」
の
「
所
作
」
と
み
な
し
た
。

す
な
わ
ち
、「
政
治
」
と
「
外
交
」
の
七
点
と
、
米
ロ
外
交
の
七
月
の
二
点
を
「
外
交
」
を
表

わ
す
「
政
治
漫
画
」
の
基
準
点
と
し
て
、
そ
れ
ら
か
ら
の
逸
脱
状
況
を
の
ち
の
項
で
み
る
こ
と

に
し
た
。

⒉�
　二
〇
一
二
年
八
月
の
「
領
土
問
題
」
を
扱
っ
た
「
政
治
漫
画
」
の
分
析
と
結
果�

─
「
テ
ー
マ
」
と
「
フ
レ
ー
ム
」・「
レ
ト
リ
ッ
ク
」
に
よ
る
分
析

─

八
月
に
お
い
て
日
韓
・
日
中
の
「
領
土
問
題
」
と
し
て
生
じ
た
主
な
出
来
事
を
表
４
の
よ
う

に
ま
と
め
た
。

二
〇
一
二
年
五
月
に
温
家
宝
・
野
田
佳
彦
両
国
首
相
に
よ
る
北
京
で
の
会
談
が
行
わ
れ
た
後
、

六
・
七
月
に
台
湾
活
動
家
、
中
国
漁
船
団
の
領
海
侵
犯
と
い
う
出
来
事
が
生
じ
た
。
そ
れ
を
受

け
て
ま
ず
「
政
治
漫
画
」
で
は
中
国
と
の
尖
閣
諸
島
問
題
を
扱
っ
て
い
る
、
そ
れ
を
皮
切
り
に
、

表 ４　２0１２ 年 ８ 月の日中・日韓の「領土問題」に関する主な出来事

8・10　 李明博韓国大統領竹島上陸

8・1３　 李明博大統領が韓国忠清北道での勉強会で「天皇謝罪」を要求

8・1５　 香港活動家魚釣島上陸　野田首相抗議

8・1７　 魚釣島上陸活動家香港強制送還決定 

日本地方議員ら魚釣島へ上陸

8・22　 李明博大統領日本からの親書受取り拒否

8・24　野田首相領土問題で記者会見

8・2７　 丹羽駐中国大使の車が襲われる

（
一
五
三
）
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二

ロ
シ
ア
首
相
国
後
島
訪
問
と
李
明
博
大
統
領
の
竹
島
上
陸
を
扱
っ
た

「
政
治
漫
画
」
が
続
く
。
そ
し
て
、
一
度
「
領
土
問
題
」
に
お
け
る

外
交
姿
勢
を
問
う
「
総
括
的
な
」「
政
治
漫
画
」
が
掲
載
さ
れ
た
後
、

李
明
博
大
統
領
の
竹
島
上
陸
問
題
が
再
燃
し
て
「
政
治
漫
画
」
の

テ
ー
マ
と
な
っ
た
。

八
月
の
「
領
土
問
題
」
を
扱
っ
た
「
政
治
漫
画
」
に
お
け
る

「
テ
ー
マ
」
と
「
フ
レ
ー
ム
」
は
、
表
５
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

こ
れ
を
も
と
に
、
個
々
の
「
政
治
漫
画
」
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
レ
ト
リ
ッ
ク
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
を
見
て
み
よ
う
。
図
１
は
、

尖
閣
諸
島
の
「
中
国
に
よ
る
占
拠
」
に
対
し
て
、
よ
う
や
く
毅
然
と

し
た
対
応
を
す
る
と
発
言
し
た
野
田
佳
彦
首
相
の
顔
が
描
か
れ
た
島

の
画
で
あ
る
。
図
１
で
は
Ａ
１
か
ら
Ａ
３
ま
で
の
技
法
が
使
わ
れ
て

い
る
。
Ａ
１
の
「
創
案
＝
主
題
設
定
」
で
は
、「
政
治
問
題
」
で
あ

る
こ
と
を
示
す
べ
く
、
政
治
家
の
似
顔
（
野
田
首
相
と
温
家
宝
中
国
首

相
）
が
描
か
れ
、「
状
況
」
描
写
は
政
治
家
似
顔
と
島
嶼
の
画
と
プ

ラ
カ
ー
ド
の
文
字
情
報
か
ら
読
者
が
読
み
と
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

図 １　（１２・８・１7　「朝日」）

（
一
五
四
）
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表
5　
２0１２

年
８
月
の
「
領
土
問
題
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
政
治
漫
画
」
の
「
フ
レ
ー
ム
」

月
日

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン

内
容

関
連
す
る
出
来
事

指
標
と
な
る
要
素

パ
ッ
ケ
ー
ジ

フ
レ
ー
ム

12・
08・

1７
よ
う
や
く
強
気

野
田
首
相
の
顔
の
尖
閣
諸
島

が
、
雲
に
描
か
れ
て
い
る
温

家
宝
中
国
首
相
の
顔
に
向

か
っ
て
「
尖
閣
諸
島
　
別
名

厳
正
に
対
処
島
」
の
プ
ラ

カ
ー
ド
を
示
し
て
い
る
。

8・
1６　

尖
閣
で
14
人
逮
捕
　
香
港
船

不
法
上
陸
・
入
国
容
疑
　
強
制
送
還
　

野
田
首
相
　
中
国
大
使
に
抗
議

A
1
②
プ
ラ
カ
ー
ド
＝
抗
議
、
抵
抗
：
③
野
田
首
相
・
温
家
宝
首
相
似

顔
「
厳
正
に
対
処
」
野
田
首
相
の
　
ク
リ
ー
シ
ェ
　
④
尖
閣
列
島
香
港

船
問
題
　
島
に
顔
　
A
2　
対
比
対
象
：
尖
閣
（
地
）　「

プ
ラ
カ
ー
ド
」

⇔
雲
（
天
）　
A
３　
②
対
等
な
大
き
さ
（
温
家
宝
＝
野
田
）　
④
よ
う

や
く
〜
厳
正
に
対
処
（
毅
然
）　
⑤
位
置
関
係
：
前
景
（
野
田
）
＞
後

景
（
温
）　
主
役
は
野
田
　
上
下
／
天
地
　
温
＞
野
田

A
1
②
　
A
３
④
　
⑤
抵
抗
の
意

思
表
示
と
（
見
え
る
結
末
（
A
2　

対
比
　
A
３
⑤
上
下
））

A
1、
A
３　
尖
閣
諸
島

の
占
拠
に
日
本
と
し
て

強
く
抗
議
す
る
と
い
う

意
思
表
示
⇒
野
田
首
相

が
初
め
て
？
見
せ
た

「
強
気
」
の
外
交
姿
勢

12・
08・

18
続
々
と
や
っ
て
く

る

構
え
る
野
田
（
首
相
）
捕
手

に
向
か
っ
て
、
ホ
ー
ム
（
領

土
問
題
）
を
狙
う
メ
ド
ベ
ー

ジ
ェ
フ
・
ロ
シ
ア
首
相
と
李

明
博
・
韓
国
大
統
領

７・
３　
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
首
相
　
国
後

島
訪
問
　
8・
10
李
明
博
大
統
領
竹
島

上
陸

A
1：
②
文
化
　
野
球
　
走
者
（
ロ
：
韓
）
ホ
ー
ム
イ
ン
を
狙
う
　
捕

手
（
日
）　
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
　（
領
土
問
題
：
島
の
画
）　
③
似
顔
（
野

田
・
李
明
博
・
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
）　
④
竹
島
・
北
方
領
土
　
A
2
①
：

対
比
対
照
　
走
者
（
ロ
：
韓
）　
ホ
ー
ム
イ
ン
を
狙
う
＝
攻
撃
　
捕
手

（
日
）
守
備
　
A
３　
②
大
き
さ
（
日
韓
露
）
同
じ
　
③
互
い
に
対
決
姿

勢
　
④
画
像
＜
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
「
続
々
と
…
」
攻
撃
側
主
眼
　
⑥
本
塁

突
入
　（
露
・
韓
）
動
⇔
ホ
ー
ム
ブ
ロ
ッ
ク
（
日
）
静

A
1
②
野
球
　
攻
守
（
A
2
①
、

A
３
⑥
）　
外
交
交
渉
の
攻
守

領
土
占
有
の
主
張
・
実

行
に
野
田
首
相
（
日

本
）
が
ど
う
立
ち
向
か

う
か

12・
08・

22

「
歴
史
に
ち
ょ
っ

と
細
工
を
す
れ
ば

簡
単
に
島
も
手
に

入
る
さ
」
と
い
う

思
想

歴
史
書
に
、
島
（
竹
島
）
を

書
き
足
す
人

8・
11　

領
土
実
効
支
配
　
第
三
国
の
承

認
得
ず
統
治
（
日
経
）

A
1
②
文
化
捏
造
：
歴
史
　
④
竹
島
上
陸
（
李
明
博
韓
国
大
統
領
）　

A
2
③
矛
盾
対
立
　
悪
意
強
調
　
A
３　
①
暗
い
ト
ー
ン
　
②
島
の
大
き

さ
　
影
絵
　
③
人
物
不
明
　
怪
し
さ
　
④
「
歴
史
に
…
細
工
」

A
1
②
文
化
捏
造
：
歴
史
　
④

竹
島
上
陸
（
李
明
博
韓
国
大
統

領
）　
A
2
③
矛
盾
対
立
　
悪
意

強
調
　
A
３　
①
暗
い
ト
ー
ン
　

②
島
の
大
き
さ
　
影
絵
　
③
人

物
不
明
　
怪
し
さ
　
④
「
歴
史

に
…
細
工
」
怪
し
さ
・
陰
謀

領
土
問
題
の
正
統
化
に

歴
史
の
捏
造
が
あ
る

12・
08・

2３
「
領
土
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
」
負
け
た

ら
大
変
赤
っ
恥
国

国
際
司
法
裁
判
所
で
判
断
さ

れ
る
領
土
問
題
が
多
数

8・
11
国
際
司
法
裁
へ
提
訴
検
討
　
竹

島
問
題
で
玄
葉
光
一
郎
外
相
表
明
　
韓

国
高
官
「
提
訴
応
じ
ぬ
」

A
1
①
「
国
際
司
法
裁
判
所
」
の
文
字
　
②
地
球
＝
国
際
　
五
輪
ー
国

家
競
争
③
提
訴
国
：
真
面
目
、
深
刻
・
真
剣
な
顔
⇔
裁
判
官
：
地
球
の

無
表
情
、
機
械
的
な
口
調
の
フ
キ
ダ
シ
　
④
竹
島
問
題
提
訴
　
ロ
ン
ド

ン
五
輪
　
A
2：
①
深
刻
な
提
訴
側
の
表
情
⇔
裁
く
側
の
機
械
的
処
理

②
解
説
：
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
＋
文
字
　
A
３
④
文
字
と
画
像
　
⑤
上
部
集

中
：
提
訴
案
件
の
多
さ
⇒
機
械
的
処
理
（
机
上
に
サ
イ
コ
ロ
／
裁
判
官

＝
地
球
の
フ
キ
ダ
シ
）

A
３
④
文
字
と
画
像
　
⑤
上
部

集
中
：
提
訴
案
件
の
多
さ
⇒
機

械
的
処
理
（
机
上
に
サ
イ
コ
ロ

／
裁
判
官
＝
地
球
の
フ
キ
ダ

シ
）
⇒
提
訴
国
真
剣
、
裁
判
所

側
─
や
っ
つ
け

領
土
問
題
は
五
輪
同
様

「
国
の
威
信
」
を
か
け

た
事
案
だ
が
、
裁
く
方

は
熱
意
な
し
。

12・
08・

24

こ
れ
が
「
韓
流
支

持
率
稼
ぎ
」
！
？

修
繕
費
は
自
分
で

払
う
ん
で
し
ょ
う

な
！
自
分
で
！

日
韓
関
係
の
架
け
橋
を
李
明

博
大
統
領
が
ハ
ン
マ
ー
で
壊

し
て
い
る

8・
21　

2012
年
大
統
領
選
与
党
候
補

に
朴
槿
恵
氏
　
8・
22　
竹
島
問
題
で
一

時
帰
国
　
駐
韓
大
使
、
帰
任
へ
　
8・
22　

竹
島
過
熱
に
懸
念
　
日
本
　
冷
静
対
応

ア
ピ
ー
ル
　
韓
国
「
国
益
か
」
疑
問
視

も
　
8・
2３　

竹
島
問
題
、
異
例
の
対
応
　

野
田
首
相
親
書
　
韓
国
が
返
送
へ

A
1：
②
吊
り
橋
＝
架
橋
　
③
李
明
博
大
統
領
　
④
竹
島
問
題
　
韓
国

大
統
領
選
挙
　
A
2：
②
解
説
：
関
係
破
壊
（
ハ
ン
マ
ー
で
吊
り
橋
破

壊
）　
③
矛
盾
対
立
：
破
壊
行
為
へ
の
反
感
情
勢
　
吊
り
橋
か
ら
自
ら

も
落
ち
る
こ
と
を
示
唆
⇒
愚
鈍
　
A
３：
②
吊
り
橋
＞
李
明
博
大
統
領
　

日
韓
関
係
の
大
き
さ
　
破
壊
行
為
の
重
大
さ
　
③
李
明
博
大
統
領
の

顔
：
エ
キ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
　
④
行
為
責
任
の
追
及
　
⑥
破
壊
の
激
し

さ
：
自
暴
自
棄
を
彷
彿

A
1：
②
吊
り
橋
＝
架
橋
　

A
３：
②
吊
り
橋
＞
李
明
博
大

統
領
　
日
韓
関
係
の
大
き
さ
　

破
壊
行
為
の
重
大
さ
　
③
李
明

博
大
統
領
の
顔
：
エ
キ
セ
ン
ト

リ
ッ
ク
　
④
行
為
責
任
の
追
及

李
明
博
の
行
為
は
日
韓

関
係
に
お
い
て
極
め
て

被
害
甚
大
だ
。
彼
自
身

の
自
暴
自
棄
行
為
で
も

あ
る
の
は
、
大
統
領
再

選
の
低
さ
を
反
映
か
。

（
一
五
五
）



政
経
研
究

　第
五
十
六
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
七
月
）

一
四

る
。「
プ
ラ
カ
ー
ド
」
は
政
治
・
社
会
的
運
動
を
す
る
際
に
、
よ
く
用
い
ら
れ
る
「
政
治
・
文
化
的
示
唆
」
で
あ
る
。
前
述
し
た
５
月
の

北
京
で
の
会
談
の
当
事
者
が
こ
の
二
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
尖
閣
諸
島
を
め
ぐ
る
「
領
土
問
題
」
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
図
１
で

は
Ａ
２
の
「
意
向
」
は
、
Ａ
３
の
「
表
現
形
式
」
と
組
み
合
わ
さ
っ
て
い
る
。
日
中
の
首
脳
の
、「
外
交
問
題
」
に
関
す
る
政
治
的
優
位

性
の
違
い
が
、「
対
比
」
の
レ
ト
リ
ッ
ク
で
表
わ
さ
れ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
位
置
関
係
で
み
る
と
、
こ
の
絵
の
中
心
に
は
野
田
首
相
が
、
温
家

宝
首
相
は
画
像
の
左
上
部
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
だ
け
見
れ
ば
野
田

首
相
の
方
が
優
位
に
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
諷
刺
の

対
象
と
し
て
野
田
首
相
が
注
目
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
む
し
ろ
図

１
で
は
、
天=

雲
で
描
か
れ
た
温
家
宝
首
相
と
、
地
＝
島
で
表
現
さ

れ
た
野
田
首
相
と
の
「
対
比
」
が
重
要
で
あ
る
。「
尖
閣
諸
島
、
厳
正

に
対
処
島
」
と
書
か
れ
た
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
こ
と
自
体
が
、

抗
議
す
る
反
対
派
＝
権
力
的
に
弱
者
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
彷
彿
さ
せ

る
。こ

れ
に
対
し
て
、
悠
然
と
構
え
る
「
雲
の
上
の
人
」
で
あ
る
温
家
宝

首
相
は
、
彼
個
人
の
立
場
と
い
う
よ
り
は
、
中
国
と
い
う
国
家
が
有
す

る
「
尖
閣
問
題
」
に
関
す
る
日
本
へ
の
優
位
性
を
示
し
て
い
る
。
雲
の

上
の
存
在
が
地
の
人
た
ち
と
の
差
異
を
示
す
例
と
し
て
米
国
建
国
期
の

図 ２　Ｂ・フランクリンが描いたとされる １ 枚画 

（茨木、２007　p２３）

Non Votis Benjamin Franklin Plan Truth, 1７4７.

（
一
五
六
）



「
政
治
漫
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察
（
茨
木
）

一
五

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
に
よ
る
画
（
図
２
）
や
、
こ
の
世
の
存
在
と
あ
の

世
の
存
在
を
峻
別
す
る
（
個
人
を
透
明
も
し
く
は
雲
の
上
に
置
く
描
き

方
）
手
法
の
も
の
（
図
３
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
Ａ
２
「
意
向
」
の
サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
「
対
比
」

は
、「
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
」（
見
出
し
）
と
連
動
し
て
い
る
、「
よ
う
や

く
強
気
」
と
い
う
見
出
し
か
ら
、「
尖
閣
諸
島
」
を
め
ぐ
る
問
題

に
つ
い
て
日
本
側
の
姿
勢
が
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
が
示
さ
れ
て
い

る
。
と
こ
ろ
が
、「
厳
正
に
対
処
」
と
い
う
表
現
は
、
野
田
首
相

が
当
時
使
っ
て
い
た
決
り
文
句
で
も
あ
っ
た
。
そ
う
す
る
と
、

「
対
比
」
は
、
尖
閣
諸
島
に
対
す
る
中
国
側
の
占
有
に
抗
議
す
る

仕
方
の
積
極
性
を
述
べ
て
い
る
と
い
う
よ
り
も
、「（
文
字
通
り
に
は
）
よ
う
や
く
強
気
（
し
か
し
…
）」
と
い
う
含
み
を
持
っ
た
「
腰
の
引

け
た
強
気
な
態
度
」
を
意
味
す
る
と
も
み
ら
れ
よ
う
。

こ
れ
ら
の
レ
ト
リ
ッ
ク
が
、
中
国
と
の
領
土
問
題
に
対
す
る
野
田
首
相
の
対
応
を
「
弱
腰
」
と
批
判
す
る
「
フ
レ
ー
ム
」
を
導
い
て
い

く
の
で
あ
る
。

図
４
で
は
、
李
明
博
韓
国
大
統
領
が
、
自
ら
竹
島
に
上
陸
し
た
こ
と
を
背
景
に
日
韓
関
係
と
い
う
吊
り
橋
を
ハ
ン
マ
ー
で
破
壊
し
よ
う

と
し
て
い
る
「
政
治
漫
画
」
で
あ
る
。
Ａ
１
「
創
案
」
で
は
、
政
治
家
の
似
顔
を
図
１
と
同
様
に
使
っ
て
そ
れ
に
よ
っ
て
「
政
治
」
を
読

者
に
想
起
さ
せ
る
。
日
韓
関
係
を
Ａ
１
の
②
で
読
者
に
喚
起
さ
せ
た
の
ち
、「
日
韓
関
係
」
と
い
う
説
明
の
つ
い
た
「
架
橋
」
を
破
壊
す

図 ３　（１9・２・１6　「毎日」）

（
一
五
七
）



政
経
研
究

　第
五
十
六
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
七
月
）

一
六

る
行
為
の
問
題
性
を
指
摘
す
る
。
二
国
間
関
係
を
「
架
橋
」
で
表
わ
す
こ
と
は
、

そ
の
橋
の
長
さ
・
大
き
さ
が
相
互
間
の
隔
た
り
の
大
き
さ
を
表
わ
す
。
加
え
て
、

架
橋
の
長
さ
は
、
関
係
の
歴
史
の
長
さ
を
象
徴
し
て
い
る
。
Ａ
２
で
示
そ
う
と
す

る
「
意
図
」
は
、
破
壊
行
為
そ
の
も
の
へ
の
非
難
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
見
れ
ば

わ
か
る
と
い
う
意
味
で
「
解
説
」
の
レ
ト
リ
ッ
ク
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
と

と
も
に
、
そ
の
背
景
を
Ａ
３
「
表
現
技
巧
」
の
「
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
」
に
書
か
れ
て

い
る
文
字
情
報
が
補
足
す
る
。
な
ぜ
李
明
博
大
統
領
は
日
韓
関
係
を
破
壊
し
よ
う

と
し
た
の
か
、
そ
の
理
由
の
一
つ
を
「
政
治
漫
画
」
は
「
韓
流
支
持
率
稼
ぎ
」、

つ
ま
り
次
期
大
統
領
選
挙
を
見
据
え
た
国
内
支
持
率
の
回
復
策
で
あ
る
と
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
Ａ
群
の
レ
ト
リ
ッ
ク
に
よ
っ
て
、「
政
治
」〉「
日
韓
関
係
」〉「
破

壊
行
為
＝
竹
島
上
陸
を
軸
と
す
る
一
連
の
日
本
攻
撃
」
と
い
う
よ
う
に
焦
点
を
読

者
に
絞
ら
せ
る
の
で
あ
る
。

⒊�

「
所
作
」
レ
ト
リ
ッ
ク
を
通
し
た
８
月
の
「
領
土
問
題
」
に
関
す
る
「
政
治

漫
画
」
の
分
析

ⅰ
　
近
隣
テ
ー
マ
の
「
政
治
漫
画
」
と
の
比
較

日
韓
・
日
中
の
「
領
土
問
題
」
を
描
く
「
政
治
漫
画
」
を
、
他
国
、
特
に
ロ
シ

図 ４　（１２・８・２４　「朝日」）

（
一
五
八
）



「
政
治
漫
画
」
の
考
察
（
茨
木
）

一
七

ア
・
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
「
外
交
」
問
題
を
描
く
「
政
治
漫
画
」
と
比
較
す
る
。
図
５
で
は
、
日
本
と
ロ
シ
ア
首
脳
が
対
峙
す
る
構
図

に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
で
は
、
日
本
の
野
田
首
相
の
役
割
は
後
景
に
退
き
、
ロ
シ
ア
（
プ
ー
チ
ン
大
統
領
、
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
首
相
）
が
前

景
に
登
場
す
る
。
テ
ー
マ
を
想
起
さ
せ
る
Ａ
１
の
レ
ト
リ
ッ
ク
で
は
、
図
５
で
柔
道
（
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
実
際
に
柔
道
の
有
段
者
で
あ
る
）

が
、
交
渉
を
象
徴
さ
せ
る
も
の
と
し
て
「
文
化
的
示
唆
」
要
素
を
形
作
っ
て
い
る
。
問
題
は
、
そ
の
関
わ
り
方
で
あ
る
。
図
１
で
は
、
温

家
宝
首
相
が
超
然
と
し
た
存
在
で
あ
り
、
野
田
首
相
の
対
応
も
決
ま
り
文
句
で
あ
る
た
め
実
効
性
に
疑
い
は
あ
る
と
い
う
視
点
で
は
あ
る

が
、
交
渉
に
お
い
て
、
相
手
国
の
領
土
侵
犯
を
「
厳
正
に
対
処
」
し
よ

う
と
す
る
姿
勢
は
示
し
て
い
る
。「
厳
正
対
処
」
と
い
う
プ
ラ
カ
ー
ド

を
持
つ
と
い
う
「
抗
議
行
動
」
で
示
す
こ
と
は
、
相
手
が
こ
の
行
為
に

対
し
て
何
ら
か
の
意
味
を
読
み
取
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
こ
と
で
も

あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
図
５
で
は
、
六
月
に
日
ロ
首
脳
会
談
を
終
え
、

交
渉
が
進
も
う
と
す
る
と
き
に
、
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
首
相
の
国
後
島
訪

問
時
の
発
言
（「
一
寸
た
り
と
も
返
さ
な
い
」）
の
強
い
意
志
が
、
画
像
上

の
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
首
相
の
動
き
（
礼
を
せ
ず
に
動
き
出
す
）
に
表
わ
さ

れ
て
い
る
。

Ａ
３
の
表
情
、
動
き
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
、
Ａ
２
の
二
重
の
「
対

比
」
を
生
み
出
し
、「
領
土
問
題
」
を
契
機
と
し
た
ロ
シ
ア
と
い
う
国

へ
の
不
信
感
、
判
断
の
し
に
く
さ
を
「
フ
レ
ー
ム
」
と
し
て
持
っ
て
い

図 5　（１２・7・5　「朝日」）

（
一
五
九
）



政
経
研
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　第
五
十
六
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
七
月
）

一
八

る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
大
統
領
は
礼
を
し
、
首
相
は
非
礼
で
あ
る
と
い
う
対
照
的
な
振
る
舞
い
が
、「
対
比
」
で
あ
り
、
そ
れ
と

と
も
に
（
そ
れ
を
見
た
）
野
田
首
相
の
「
驚
き
」
と
大
統
領
の
「
無
表
情
」
が
対
照
的
で
あ
る
こ
と
の
二
重
の
「
対
比
」
が
用
い
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ロ
シ
ア
首
脳
の
二
重
基
準
が
示
さ
れ
る
た
め
、
日
本
側
か
ら
見
て
「
何
を
考
え
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い

う
不
信
感
が
醸
成
さ
れ
る
。

図
６
は
、
垂
直
離
着
陸
機
オ
ス
プ
レ
イ
の
在
日
米
軍
基
地
へ
の
導
入

を
め
ぐ
る
「
政
治
漫
画
」
で
あ
る
。
オ
ス
プ
レ
イ
そ
の
も
の
が
描
か
れ

て
お
り
、
し
か
も
そ
の
両
方
の
翼
に
オ
バ
マ
大
統
領
と
野
田
首
相
が

「
乗
っ
て
」
い
る
。
Ａ
１
は
似
顔
と
軍
用
機
か
ら
「
外
交
」「
防
衛
＝
軍

事
」
問
題
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
オ
ス
プ

レ
イ
の
両
翼
に
日
米
首
脳
が
乗
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
オ
ス
プ
レ
イ

に
同
乗
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
米
軍
に
少
な
く
と
も
野
田
首
相
は

同
化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
両
首
脳
が
一
応
日
米
両
国
を
代

表
す
る
存
在
と
す
れ
ば
、
日
米
関
係
は
日
本
が
合
衆
国
に
包
括
さ
れ
て

い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
で
、「
政
治
漫
画
」
に
み
ら
れ
る
日
本
と
韓
国
・
中
国
・
ロ
シ

ア
・
合
衆
国
と
の
こ
の
時
期
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
整
理
す
る
な
ら
ば
、

図 6　（１２・7・１８　「朝日」）

（
一
六
〇
）



「
政
治
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次
の
よ
う
に
な
る
。
韓
国
に
は
批
判
可
能
な
関
係
で
あ
り
、
中
国
に
対
し
て
は
批
判
の
意
思
は
あ
る
が
、
相
手
と
の
距
離
は
大
き
い
。
ロ

シ
ア
に
は
不
信
感
と
不
透
明
感
を
も
ち
、
対
処
に
苦
し
む
姿
が
描
か
れ
る
。
合
衆
国
に
至
っ
て
は
、
恭
順
の
対
象
で
あ
り
同
化
・
包
摂
関

係
で
あ
る
た
め
批
判
的
姿
勢
は
政
府
に
お
い
て
は
存
在
し
な
い
。

ⅱ
　
文
字
テ
ク
ス
ト
（
論
説
・
コ
ラ
ム
／
投
稿
）
と
の
比
較

前
項
ま
で
の
「
政
治
漫
画
」
の
考
察
は
、「
政
治
漫
画
」
を
掲
載
媒
体
か
ら
切
り
離
し
た
ひ
と
つ
の
独
立
し
た
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
、
そ

の
内
容
を
探
る
も
の
で
あ
っ
た
。
実
際
に
「
政
治
漫
画
」
を
読
む
と
き
に
は
掲
載
媒
体
で
あ
る
新
聞
紙
上
に
お
い
て
読
む
。
つ
ま
り
、
掲

載
媒
体
の
他
の
文
字
テ
ク
ス
ト
か
ら
の
影
響
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
以
下
で
は
、「
政
治
漫
画
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
（「
評
論
」
性
）

に
着
目
し
て
、
そ
れ
に
比
す
る
新
聞
紙
上
の
二
つ
の
種
類
の
「
文
字
テ
ク
ス
ト
」
と
の
比
較
を
行
っ
た
。
一
つ
は
、
新
聞
編
集
側
の
意
向

が
直
接
反
映
さ
れ
る
「
論
説
・
コ
ラ
ム
」
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
新
聞
読
者
の
投
稿
に
よ
る
「
投
書
」
で
あ
る
。

そ
の
１
　
論
説
・
コ
ラ
ム
と
「
政
治
漫
画
」（
表
６
）

八
月
の
「
朝
日
」
に
掲
載
さ
れ
た
「
領
土
問
題
」
に
関
す
る
論
説
・
コ
ラ
ム
は
、
四
一
件
あ
っ
た
。
識
者
コ
メ
ン
ト
は
六
件
で
あ
っ
た
。

こ
の
中
で
、
魚
釣
島
に
香
港
の
活
動
家
が
上
陸
し
た
こ
と
に
関
す
る
「
評
価
」（
主
張
・
感
想
）
を
除
く
と
、
中
国
の
「
尖
閣
問
題
」
を
単

独
で
扱
っ
た
も
の
は
「
社
説
」
の
一
件
の
み
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
比
べ
て
、
韓
国
と
の
「
竹
島
問
題
」
を
単
独
で
取
り
上
げ
た
の
は
、

「
社
説
」
八
件
中
四
件
、「
天
声
人
語
」
二
件
中
一
件
、「
素
粒
子
」
三
一
件
中
六
件
で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
、
こ
の
時
期
の
「
朝
日
」
は
、

中
国
と
日
本
の
領
土
問
題
を
論
評
す
る
際
の
多
く
は
、
韓
国
と
セ
ッ
ト
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
に
お
い
て
も
、「
政
治
漫
画
」

（
一
六
一
）
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表 6　「領土問題」の「論説・コラム」

（「社」は「社説」、「素」は「素粒子」、「川」は「朝日川柳」をそれぞれ示す）

月日 種類 見出し
8月 4日 社 オスプレイ　普天間移設の道筋示せ

素 オスプレイは「安全に作戦任務を遂行する」と米国防長官。力点は任務遂行
の方に。ではいつ安全宣言かの問題。

8月 11 日 社 竹島への訪問　大統領の分別なき行い
川 いろいろな場所でやってる日韓戦
声 日韓のネット批判に心痛める

素 すきを突いた韓国の速攻。自陣のラインががたがたで防ぎ切れず。増税の日
を狙ったかのように李大統領が竹島に。
中国ともロシアとも韓国ともギクシャク。元より北朝鮮は話にならず。いよ
いよ米国頼みの単細胞になりそうな。
あふれる韓流やKポップ。どこにでもある韓国食材。この落差は何？在日
の友とマッコリ飲みながら考えよう。

8月 12 日 社 韓国大統領の竹島入り　大国らしからぬ振る舞い

8月 1５ 日 素 昔、母に聞いたお手玉歌。日清戦争、三韓征伐…。すり込まれた歴史。李大
統領の目に「恨」の文字が見える。

8月 1６ 日 天声人語 韓国大統領「ご乱心」
ニュースがわ
からん

竹島問題、なぜおさまらないの？併合の歴史が韓国の反日感情をかき立てる
んだ

社 近隣と靖国　互いにいがみ合う時か
川 調子はずれの真夏のソナタ

唐突に隣のおやじの胴間声
内閣の助言と承認知らぬ李氏

素 ナショナリズムという怪獣が海から上がってくる。いざ迎撃。よく見りゃ着
ぐるみかもしれぬ。
追悼の週に周囲の海が騒がしい。前世紀のつけが一度に回ってきたような。
それぞれ事情はもつれあい絡み合い。
毅然として冷静に。海に囲まれ海に生き、海の恵みも怖さも知る民として。
四海波静かにならねば国も治まらぬ。

8月 1７ 日 社 尖閣上陸　混乱招かぬ備えを
川 どの国も島が不満の捌けどころ

煮えたぎるチゲにどじょうは泥の中
東海の小島の磯のお戯れ

声 竹島、国際世論へ訴えかけよ

素 「愛してる」って言えますか。恋人にだって気恥ずかしい。まして国に。「好
き」なら言えそうな気もするけど。
ホー・チ・ミンは別名「阮愛国」。むき出しの愛国は独立闘争の中でこそ。
中国も韓国ももう立派な主要国なのに。
愛の字を分解すると、ゆっくり歩きつつ振り返る心。「過去に根ざしながら
未来に向かう優しさ」と阿辻哲次さん。

8月 18 日 声 韓国に政府の真剣さを示せ
川 活動家などと呼ぶから付け上がる

活動家ふだんは何をしてるやら
鯱も呆れる非難合戦

素 誓死光復釣魚台列嶼。漢字の羅列には遊びがない。強硬の一本槍。巡視船に
投げ込んだ四角く硬い煉瓦のごとく。
香港活動家ノゴツイ顔ト李大統領ノ鋭イ目ガ当分頭カラ離レナイ。ヨッテタ
カッテイジメラレテイルミタイダヨ。
ちょいとみなさん。さわぎゃあいいってもんじゃないでしょ。そこおすわん
なさい。ちゃんとはなしをするのよ。

8月 20 日 素 投げ返すれんがはブロックになり岩になり。また回り始めるか日中の負のサ
イクル。沖縄の人の目にはどう映る。

（
一
六
二
）
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8 月 21 日 天声人語 焦げつきやすい領土問題
社 尖閣と竹島　政治が対立をあおるな
声 尖閣　事なかれ主義はやめよ

強制送還だけでは再発防げぬ
川 反日のデモか銀座のパレードか

上陸のマナーは日中変わりなし
丁寧な扱いに感謝また来ます

インタビュー　
田中均

中韓に日本はどう向き合うか　勘定は国益を損なう「大きな絵」を描き共通
の利益を追え

8月 2３ 日 社 竹島提訴　大局に立つ日韓関係を
声 不法上陸　重罰化では解決せず

領土問題　経済外交に重点を
オスプレイ、操縦ミスこそ問題

川 人為ミス操作が難しい証拠

素 宛先不明でなし。読まずに食べたわけでなし。親書返送の奇手。開けちゃっ
たけど見なかったことにしたいわけ？

8月 24 日 声 尖閣上陸　強制送還は妥当だ
日中友好「魚釣りの島」を夢想

川 投げ出した事も忘れて旗の下
官房長官何が起きても遺憾だけ
太公望ぜひ釣りしたい島があり

素 払うときの大変さは知りながら。強気や自尊がぶつかって掛け金ばかりがつ
り上がる。どちらも勝てない日韓勝負。
米国産の渡り鳥。羽音が大きく飛ぶのが下手でハワイじゃ飛ばせてもらえな
い。だから山口や沖縄で羽を伸ばす？

8月 2５ 日 素 いきなりリングに飛び込んできた李大統領。ならばとロープをくぐる野田首
相。任期終了ゴングまでにらみ合う？

8月 2６ 日 社 日本と韓国　非難の応酬に益はない
声 「活動家」の扇動に乗らないで

領土問題で溝つくらないで
駐中国大使交代に疑問感じる

かたえくぼ 『今年の漢字』　島　日本政府
ニュースがわ
からん 国際司法裁判所って何じゃ？国どうしの争いを審理する、国連の機関だよ

8月 2７ 日 声 領土問題は冷静に話し合おう
8月 28 日 川 過去未来すべての事故は人為ミス

日中韓天気晴朗波高し
句作りが過激になって困ってる

かたえくぼ 『親書返送』　食べちゃえ　白ヤギ黒ヤギ
声 サミット開き情と理の外交を

8月 29 日 社 近隣外交　挑発に振り回されまい
記者有論 日韓関係　日本の努力知ってほしい
声 こだわりを捨て歩み寄りを（西部）

素 薄皮がはる間もなく、かきむしる輩多し。しかも隣人の傷を。中国にも韓国
にも日本にも。そっと我慢ができず。

8月 ３1 日 川 オスプレイぜひ郵送で返したい
耕論 中韓ともつれる日本

戦略的なパイプ作りを急げ
経済力で押す時代ではない
多元的な関係が「防波堤」に

池上彰の新聞
ななめ読み 尖閣報道　テレビより詳しい解説を

素 世界の人の半分が住む東アジアが自由貿易圏を目指す。日中韓も。ちまちま
もめてないで、大きな話がしたいね。
うれしいのは韓国に勝ったからでなく。なでしこの妹分元気よし。スキーの
高梨紗羅は 1５ 歳で高卒の大ジャンプ。

（
一
六
三
）
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そ
れ
自
体
の
分
析
で
言
及
し
た
よ
う
に
、「
領
土
問
題
」
に
つ
い
て
は
中
国
と
韓
国
と
の
関
わ
り
方
に
違
い
が
み
ら
れ
る
。

こ
こ
で
は
、
図
４
と
関
連
す
る
論
説
・
コ
ラ
ム
と
を
主
題
設
定
と
意
向
＝
「
フ
レ
ー
ム
」
の
点
か
ら
比
較
す
る
。「
社
説
」
で
は
、「
分

別
な
き
行
い
」（
８
／
11
、
八
月
一
一
日
掲
載
の
略
　
以
下
同
じ
）、「
大
国
ら
し
か
ら
ぬ
振
る
舞
い
」（
８
／
12
）
な
ど
、
大
統
領
個
人
の
行
為

を
倫
理
的
に
咎
め
る
姿
勢
が
目
に
付
く
。「
天
声
人
語
」（
８
／
1６
）
の
「
ご
乱
心
」、「
素
粒
子
」
の
「
す
き
を
突
い
た
韓
国
の
速
攻
」（
８

／
11
）、
と
い
う
茶
化
し
た
表
現
も
、
大
統
領
個
人
に
還
元
す
る
含
み
が
あ
る
。
図
４
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
で
も
「
…
修
繕
費
は
自
分
で
払

う
ん
で
し
ょ
う
な
！
自
分
で
！
」
と
あ
っ
た
。
図
４
の
「
政
治
漫
画
」
で
は
、
李
大
統
領
個
人
へ
の
批
判
が
、
韓
国
政
府
・
韓
国
国
民
へ

向
け
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、「
韓
流
、
Ｋ
ポ
ッ
プ
、
ど
こ
に
で
も
あ
る
韓
国
食
材
、
こ
の
落
差
は
何
？
」
と
い
う
主
張
が

す
で
に
八
月
一
一
日
付
「
素
粒
子
」
に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
、
韓
国
大
統
領
と
い
う
役
職
や
韓
国
政
府
と
い
う
組
織
と
、
李
明
博
氏
個
人
と
を
切
り
離
そ
う
と
す
る
試
み
の
萌
芽
が
見
え
る
。

こ
の
姿
勢
が
論
説
や
コ
ラ
ム
が
八
月
後
半
に
な
っ
て
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
覚
醒
や
極
端
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
懸
念

す
る
主
張
に
連
動
す
る
。
こ
れ
は
、
中
国
を
含
め
た
「
領
土
問
題
」
一
般
に
関
す
る
主
張
と
も
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
国
際
司
法
裁
判
所

へ
の
竹
島
問
題
の
提
訴
や
、
韓
国
政
府
に
よ
る
親
書
返
送
と
い
う
個
別
的
行
為
に
つ
い
て
も
「
社
説
」
で
は
、「
大
局
に
立
つ
」（
８
／
2３
）、

「
非
難
の
応
酬
に
益
は
な
い
」（
８
／
2６
）、「
素
粒
子
」
で
は
、
チ
キ
ン
・
レ
ー
ス
の
様
相
を
危
惧
す
る
「
ど
ち
ら
も
勝
て
な
い
日
韓
勝
負
」

（
８
／
24
）
と
い
っ
た
主
張
を
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

そ
の
２
　
投
書
と
「
政
治
漫
画
」（
表
７
）

文
字
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
、
論
説
・
コ
ラ
ム
は
発
信
者
が
掲
載
新
聞
に
属
す
る
（
そ
れ
に
関
わ
る
）
人
た
ち
で
あ
る
か
ら
、
掲
載
媒
体

の
意
向
を
直
接
反
映
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
扱
う
投
書
・
投
稿
は
掲
載
媒
体
の
受
け
手
（
読
者
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ

（
一
六
四
）
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表 7　「領土問題」の「投書」
（「川」は「朝日川柳」を示す、（西部）は、西部版掲載の作品を示す）

月日 種類 見出し

8月 11 日 川 いろいろな場所でやってる日韓戦

声 日韓のネット批判に心痛める

8月 1６ 日 川 調子はずれの真夏のソナタ

唐突に隣のおやじの胴間声

内閣の助言と承認知らぬ李氏

8月 1７ 日 川 どの国も島が不満の捌けどころ

煮えたぎるチゲにどじょうは泥の中

東海の小島の磯のお戯れ

声 竹島、国際世論へ訴えかけよ

8月 18 日 声 韓国に政府の真剣さを示せ

川 活動家などと呼ぶから付け上がる

活動家ふだんは何をしてるやら

鯱も呆れる非難合戦

8月 21 日 声 尖閣　事なかれ主義はやめよ

強制送還だけでは再発防げぬ

川 反日のデモか銀座のパレードか

上陸のマナーは日中変わりなし

丁寧な扱いに感謝また来ます

8月 2３ 日 声 不法上陸　重罰化では解決せず

領土問題　経済外交に重点を

オスプレイ、操縦ミスこそ問題

川 人為ミス操作が難しい証拠

8月 24 日 声 尖閣上陸　強制送還は妥当だ

日中友好「魚釣りの島」を夢想

川 投げ出した事も忘れて旗の下

官房長官何が起きても遺憾だけ

太公望ぜひ釣りしたい島があり

8月 2６ 日 声 「活動家」の扇動に乗らないで

領土問題で溝つくらないで

駐中国大使交代に疑問感じる

かたえくぼ 『今年の漢字』　島　日本政府

8月 2７ 日 声 領土問題は冷静に話し合おう

8月 28 日 川 過去未来すべての事故は人為ミス

日中韓天気晴朗波高し

句作りが過激になって困ってる

かたえくぼ 『親書返送』　食べちゃえ　白ヤギ黒ヤギ

声 サミット開き情と理の外交を

8月 29 日 声 こだわりを捨て歩み寄りを（西部）

8月 ３1 日 川 オスプレイぜひ郵送で返したい

え
、
当
該
媒
体
の
意
向
を
直
接
無
媒
介
に
は
反
映
し
な
い
。
本
論
で
扱
う
投
書
は
、
い
わ
ゆ
る
新
聞
投
書
で
あ
る
「
声
」、
コ
ン
ト
の
形

を
と
る
投
稿
「
か
た
え
く
ぼ
」、
お
よ
び
「
朝
日
川
柳
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
、
図
４
を
読
む
た
め
の
「
所
作
」
と
し
て
ど
の
よ
う
に
作

用
し
て
い
る
か
を
み
る
。

（
一
六
五
）
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八
月
の
投
書
で
「
領
土
問
題
」
に
関
す
る
も
の
は
、「
声
」
が
一
六
通
、「
か
た
え
く
ぼ
」
が
二
通
、「
朝
日
川
柳
」
が
二
一
句
で
あ
っ

た
。
そ
の
う
ち
、
韓
国
に
関
す
る
も
の
は
、「
声
」
三
通
、「
か
た
え
く
ぼ
」
一
通
、「
朝
日
川
柳
」
六
句
で
あ
る
。
八
月
一
七
日
香
港
活

動
家
の
魚
釣
島
上
陸
と
ほ
ぼ
同
時
に
、
韓
国
を
個
別
に
扱
う
投
稿
は
減
少
し
、
投
書
子
の
関
心
が
香
港
活
動
家
─
尖
閣
諸
島
─
中
国
の
反

日
運
動
と
中
国
と
の
「
領
土
問
題
」
に
移
っ
て
い
く
。

投
書
に
お
け
る
竹
島
に
関
す
る
具
体
的
な
内
容
を
み
る
と
、
最
初
は
、「
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
や
っ
て
る
日
韓
戦
」（「
朝
日
川
柳
」
８
／

11
）、「
調
子
外
れ
の
真
夏
の
ソ
ナ
タ
」（「
朝
日
川
柳
」
８
／
1６
）
や
「
東
海
の
小
島
の
磯
の
お
戯
れ
」（「
朝
日
川
柳
」
８
／
1７
）
と
韓
流
ス

タ
ー
の
竹
島
上
陸
と
李
明
博
大
統
領
上
陸
と
を
組
み
合
わ
せ
て
笑
い
に
落
と
し
込
ん
で
い
た
。
そ
れ
が
、「
唐
突
に
隣
の
お
や
じ
の
胴
間

声
」（「
朝
日
川
柳
」
８
／
1６
）、「
煮
え
た
ぎ
る
チ
ゲ
」（「
朝
日
川
柳
」
８
／
1７
）
と
不
快
感
を
露
わ
に
し
、「
国
際
世
論
へ
訴
え
か
け
よ
」

（「
声
」
８
／
1７
）「
韓
国
に
政
府
の
真
剣
さ
を
示
せ
」（「
声
」
８
／
18
）
と
い
う
対
応
へ
の
提
言
に
至
る
。

こ
う
し
た
投
書
子
の
対
韓
国
な
い
し
韓
国
大
統
領
の
行
為
へ
の
反
感
を
背
景
と
し
て
、
図
４
が
八
月
一
六
・
一
七
日
前
後
に
登
場
す
れ

ば
、
当
該
「
政
治
漫
画
」
と
投
書
と
の
関
係
が
見
出
せ
る
。「
政
治
漫
画
」
は
韓
国
問
題
へ
の
「
極
化
」
に
貢
献
し
た
、
と
。

し
か
し
、
そ
う
は
な
ら
な
か
っ
た
。
図
４
は
八
月
二
四
日
の
掲
載
で
あ
っ
た
、「
所
作
」
は
時
空
間
的
に
直
接
で
あ
る
こ
と
が
有
効
で

あ
る
こ
と
は
、
演
説
の
身
ぶ
り
手
振
り
を
見
れ
ば
わ
か
る
。「
政
治
漫
画
」
は
こ
の
時
期
、「
オ
ピ
ニ
オ
ン
」
欄
と
し
て
「
社
説
」、「
声
」

「
か
た
え
く
ぼ
」「
朝
日
川
柳
」
と
同
じ
紙
面
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
仮
に
、
上
述
し
た
よ
う
に
一
方
で
感
情
を
昂
進
さ
せ
る
表
現
を
し
て

も
、
そ
れ
を
鎮
静
さ
せ
る
表
現
が
同
じ
紙
面
に
登
場
し
て
い
れ
ば
、
相
殺
さ
れ
「
両
論
併
記
」
と
し
て
相
殺
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
残
念

な
が
ら
こ
の
八
月
二
四
日
の
「
オ
ピ
ニ
オ
ン
」
欄
は
そ
れ
に
は
貢
献
し
な
か
っ
た
。
論
説
や
投
書
の
関
心
は
中
国
と
の
領
土
問
題
（
尖
閣

諸
島
問
題
）
に
移
っ
て
い
た
。
こ
の
問
題
は
、
魚
釣
島
に
香
港
活
動
家
と
日
本
の
地
方
政
治
家
が
互
い
に
上
陸
を
試
み
た
こ
と
に
よ
る

（
一
六
六
）
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「
泥
仕
合
」
の
様
相
を
呈
し
て
き
た
。
紙
面
が
、
韓
国
竹
島
と
中
国
尖
閣
問
題
を
ま
と
め
て
収
束
さ
せ
よ
う
と
す
る
方
向
に
あ
っ
た
。
そ

の
流
れ
に
「
抗
し
て
」
図
４
が
登
場
し
た
と
こ
ろ
で
、
も
は
や
こ
の
作
品
は
李
明
博
大
統
領
個
人
の
資
質
を
問
わ
れ
る
問
題
と
し
て
理
解

さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

⒋

　嫌
悪
感
情
と
「
政
治
漫
画
」

国
家
間
の
利
益
対
立
が
し
ば
し
ば
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
喚
起
さ
せ
る
。
そ
の
喚
起
の
触
媒
に
「
国
民
感
情
」
が
よ
く
用
い
ら
れ
る
。
そ

の
「
国
民
感
情
」
を
煽
る
も
の
の
一
つ
に
対
立
国
へ
の
嫌
悪
感
情
が
あ
る
、
そ
こ
で
、「
領
土
問
題
」
に
関
す
る
「
政
治
漫
画
」
の
実
相

を
よ
り
鮮
明
に
す
る
た
め
に
、
嫌
悪
感
情
を
新
た
な
分
析
指
標
と
し
て
設
定
し
た
（
表
２
、
表
３
）。

「
領
土
問
題
」
に
お
け
る
「
政
治
漫
画
」
を
嫌
悪
感
情
の
指
標
を
も
と
に
評
定
し
、「
政
治
漫
画
」
そ
の
も
の
の
嫌
悪
の
様
相
を
探
っ
た
。

次
に
、
関
連
す
る
論
説
・
コ
ラ
ム
と
投
書
か
ら
見
ら
れ
る
嫌
悪
感
情
結
果
と
比
較
し
、「
政
治
漫
画
」
の
嫌
悪
状
況
の
相
対
的
位
置
を
明

ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
⒊−

ⅱ
で
述
べ
た
よ
う
に
読
者
が
「
政
治
漫
画
」
を
実
際
に
新
聞
紙
上
で
読
む
と
き
に
は
、
掲

載
媒
体
の
諸
テ
ク
ス
ト
と
の
関
係
づ
け
て
読
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

ⅰ
　「
領
土
問
題
」
に
関
す
る
「
政
治
漫
画
」
の
嫌
悪
の
様
相

嫌
悪
原
因
に
つ
い
て
は
、
合
衆
国
や
ロ
シ
ア
と
の
外
交
を
扱
っ
た
「
政
治
漫
画
」
と
同
様
に
、「
非
魅
力
的
外
見
」
要
素
が
指
摘
さ
れ

た
。
好
意
的
と
は
思
え
な
い
相
手
国
の
メ
デ
ィ
ア
を
介
し
た
言
動
が
「
政
治
漫
画
」
を
見
て
活
性
化
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、「
領
土
問
題
」

「
外
交
」
一
般
を
語
っ
た
「
政
治
漫
画
」
の
特
徴
と
も
類
似
し
て
い
た
。
ま
た
、
嫌
悪
対
象
へ
の
対
応
も
、「
穏
便
解
決
」
を
志
向
す
る
こ

（
一
六
七
）
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と
が
示
さ
れ
、
こ
れ
も
合
衆
国
や
ロ
シ
ア
と
の
そ
れ
と
類
似
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
韓
国
と
の
「
領
土
問
題
」
を
扱
う
「
政
治
漫
画
」
に
関
し
て
は
、
前
述
の
国
々
と
は
違
っ
た
傾
向
を
見
せ
て
い
る
。

嫌
悪
主
体
の
「
傲
慢
さ
」
を
嫌
悪
の
原
因
と
す
る
評
価
が
な
さ
れ
、
嫌
悪
対
象
へ
の
当
該
行
動
の
是
正
や
改
善
を
求
め
る
「
積
極
的
な
解

決
」
や
嘲
笑
や
皮
肉
を
含
ん
だ
「
意
地
悪
な
＝
悪
意
あ
る
言
動
を
示
す
」
表
現
志
向
が
示
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
点
か
ら
も
、
３−

ⅰ
で
明

ら
か
に
し
た
日
本
と
合
衆
国
・
ロ
シ
ア
・
中
国
と
の
関
係
が
、
少
な
く
と
も
日
本
か
ら
見
て
対
等
か
ら
依
存
・
恭
順
関
係
で
あ
る
一
方
で
、

韓
国
に
対
し
て
は
対
等
そ
れ
以
下
の
存
在
と
し
て
み
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

ⅱ
　「
領
土
問
題
」
に
関
す
る
「
政
治
漫
画
」
の
相
対
的
嫌
悪
の
様
相

「
領
土
問
題
」
に
関
す
る
「
論
説
・
コ
ラ
ム
」
や
「
投
書
」
は
、
⒋−

ⅰ
で
示
し
た
こ
と
と
同
様
に
、
中
国
と
韓
国
と
で
は
異
な
っ
た

反
応
を
見
せ
て
い
る
。「
嫌
悪
原
因
」「
嫌
悪
対
応
」
と
も
中
国
を
対
象
に
し
た
も
の
は
、「
論
説
・
コ
ラ
ム
」
で
は
、
程
度
の
広
が
り
を

持
っ
た
傾
向
を
示
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
韓
国
を
対
象
に
し
た
「
論
説
・
コ
ラ
ム
」
で
は
、
嫌
悪
の
原
因
が
日
本
と
異
質
な
存
在
で
あ
る

が
ゆ
え
生
じ
た
も
の
で
あ
り
（「
異
質
（
性
）」）、
か
つ
積
極
的
に
そ
の
行
為
や
姿
勢
の
改
善
を
求
め
る
「
積
極
的
解
決
」
に
集
約
さ
れ
る
。

中
国
と
の
「
領
土
問
題
」
に
関
す
る
「
投
書
」
に
つ
い
て
は
、「
嫌
悪
原
因
」
は
多
様
で
あ
り
、「
領
土
問
題
」
一
般
に
起
因
す
る
国
益
や

国
民
感
情
を
重
視
し
た
も
の
を
包
含
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。「
嫌
悪
対
象
へ
の
反
応
」
は
、
積
極
的
解
決
を
希
求
す
る
も
の
と
「
わ
り

き
っ
た
」
対
応
を
求
め
る
も
の
に
二
分
さ
れ
た
。
韓
国
の
「
領
土
問
題
」
に
対
す
る
投
書
は
、
主
に
否
定
的
態
度
へ
の
嫌
悪
が
中
心
で

あ
っ
た
が
、「
対
応
」
に
お
い
て
は
、
取
り
入
り
や
迎
合
は
せ
ず
、
あ
る
時
に
は
改
善
を
求
め
、
あ
る
時
に
は
米
中
ロ
以
外
の
諸
外
国
の

よ
う
に
客
観
的
に
あ
る
い
は
接
触
を
回
避
し
、
時
に
よ
っ
て
は
陰
口
や
相
手
を
貶
め
る
言
動
を
す
る
、
な
ど
と
多
種
多
様
な
対
応
が
見
ら

（
一
六
八
）
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れ
た
。

中
国
に
対
す
る
「
領
土
問
題
」
へ
の
嫌
悪
感
情
の
傾
向
が
、
一
般
的
な
「
領
土
問
題
」
へ
の
そ
れ
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
は
、「
論

説
・
コ
ラ
ム
」
だ
け
で
な
く
、「
投
書
」
に
も
「
嫌
悪
原
因
」
ま
で
は
反
映
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
他
国
と
の
「
対
外
政
策
」
と
し
て
の

「
外
交
」（
国
益
の
現
実
的
配
分
）
が
意
識
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
感
情
の
し
か
も
嫌
悪
レ
ベ
ル
に
お
い
て
ど
う
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
て
ど
う
対
応
す
べ
き
か
と
い
う
段
階
に
お
い
て
は
、
ま
だ
十
分
な
検
討
は
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、「
積
極
的
な
解
決
」
と
い
う

「
正
論
」
を
主
張
し
に
く
い
と
こ
ろ
に
表
れ
て
い
る
。

韓
国
に
対
す
る
「
領
土
問
題
」
へ
の
読
者
の
感
情
は
、「
交
際
」
に
対
す
る
「
否
定
的
な
態
度
」
に
嫌
悪
感
を
も
つ
が
、
ど
の
よ
う
に

対
応
し
た
ら
よ
い
か
中
国
に
対
す
る
場
合
よ
り
も
戸
惑
い
が
あ
る
。
有
効
な
関
係
を
築
く
た
め
の
積
極
的
な
提
言
を
す
る
だ
け
で
は
収
ま

ら
な
い
も
の
を
韓
国
（
政
府
・
大
統
領
個
人
）
に
感
じ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
李
明
博
大
統
領
が
日
韓
関
係
の
架
け
橋
を
破
壊
す
る
「
政
治

漫
画
」
が
描
か
れ
る
背
景
と
し
て
、
こ
う
し
た
読
者
の
感
情
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

Ⅳ
　
結
論
と
課
題

二
〇
一
二
年
八
月
の
「
領
土
問
題
」
を
扱
っ
た
「
政
治
漫
画
」
に
つ
い
て
、
テ
ー
マ
と
レ
ト
リ
ッ
ク
の
視
点
、
お
よ
び
文
字
情
報
と
の

関
連
、
嫌
悪
感
情
の
視
点
か
ら
考
察
を
行
っ
た
。

「
領
土
問
題
」
と
直
接
関
係
の
な
い
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
関
係
を
含
め
た
「
政
治
漫
画
」
か
ら
、
日
本
と
の
関
係
を
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
た
。
す
な
わ
ち
、
中
国
、
ロ
シ
ア
、
合
衆
国
に
対
し
て
は
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
包
摂
、
忌
避
、
批
判
と
無
力
感
と
い
っ
た
劣

（
一
六
九
）
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位
状
況
を
意
識
さ
せ
る
「
フ
レ
ー
ム
」
が
見
出
さ
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
韓
国
に
つ
い
て
は
、
感
情
的
な
非
難
や
嘲
笑
を
含
め
た
批
判

的
表
現
が
見
出
さ
れ
前
の
三
国
の
様
な
劣
位
・
劣
等
意
識
を
見
出
せ
な
か
っ
た
。

新
聞
紙
面
の
「
文
字
テ
ク
ス
ト
」
と
の
比
較
に
お
い
て
も
、
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
傾
向
が
見
出
さ
れ
た
。
批
判
の
点
か
ら
見
れ
ば
、
個
別

事
象
へ
の
批
判
か
ら
「
領
土
問
題
」
一
般
へ
の
問
題
提
起
に
移
行
し
て
い
く
流
れ
も
「
論
説
・
コ
ラ
ム
」
や
「
投
書
」
で
は
同
様
に
見
る

こ
と
は
で
き
た
。
そ
の
場
合
に
は
、
韓
国
に
対
す
る
「
政
治
漫
画
」
や
「
投
書
」
に
は
、
韓
国
と
い
う
国
家
に
対
す
る
批
判
や
非
難
に
転

嫁
す
る
可
能
性
は
見
ら
れ
た
が
、
大
統
領
個
人
の
言
動
と
し
て
責
任
を
問
う
よ
う
な
形
で
収
束
さ
せ
よ
う
と
す
る
動
き
が
見
ら
れ
た
。

個
々
の
画
像
を
含
め
た
言
説
の
相
互
関
係
を
よ
り
鮮
明
に
す
る
に
は
、
Ｓ
・
ア
イ
エ
ン
ガ
ー
の
「
エ
ピ
ソ
ー
ド
・
フ
レ
ー
ム
」
と

「
テ
ー
マ
・
フ
レ
ー
ム
」
な
ど
を
用
い
て
、
そ
れ
ら
の
時
系
列
的
変
化
を
辿
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

ネ
ッ
ト
の
「
領
土
問
題
」
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
こ
の
研
究
で
は
取
り
上
げ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
と
の
関
係
に
つ

い
て
は
推
測
の
域
を
出
な
い
。
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
を
素
材
と
し
た
こ
の
分
析
か
ら
、
韓
国
と
中
国
と
の
「
領
土
問
題
」
を
扱
っ
た
「
政
治

漫
画
」
の
テ
ー
マ
が
ア
イ
エ
ン
ガ
ー
の
「
エ
ピ
ソ
ー
ド
」
的
で
あ
れ
ば
、
嫌
悪
感
情
を
喚
起
さ
せ
、「
テ
ー
マ
」
的
で
あ
れ
ば
、
諦
観
を

含
め
た
一
般
的
、
静
態
的
な
対
応
の
提
言
を
想
起
さ
せ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
た
。
こ
の
こ
と
を
敷
衍
す
れ
ば
、
嫌
悪
感
情
の
喚
起
を
抑
制

さ
せ
る
に
は
、「
テ
ー
マ
」
的
フ
レ
ー
ム
を
活
性
化
さ
せ
る
「
政
治
漫
画
」
を
描
く
こ
と
が
手
掛
か
り
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
あ

る
い
は
、「
所
作
」
と
し
て
、
嫌
悪
感
情
抑
制
的
な
「
コ
ラ
ム
／
論
説
」
や
読
者
「
投
稿
」

─
と
く
に
「
コ
ン
ト
」
や
「
川
柳
」

─

が
同
じ
日
の
同
じ
紙
面
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
で
、
仮
に
嫌
悪
感
情
喚
起
さ
せ
て
し
ま
う
「
政
治
漫
画
」
が
掲
載
さ
れ
て
も
、
嫌
悪
感
情
抑

制
的
な
「
コ
ラ
ム
／
論
説
」
や
読
者
「
投
稿
」
に
よ
っ
て
嫌
悪
度
が
相
殺
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た

い
。
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